
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントのねらい  

参加者の声（アンケートより一部抜粋） 

流山市内の各高等学校軽音楽部は、校内の学園祭等を発表の場としているが、新型コロナウイルス感染

症の影響により発表する機会が減少している。さらに、学園祭を一般公開をしていない学校では、外部に 

発表する機会を逸しているという現状を踏まえ、市民の自発的な文化芸術活動を促進するため、活動成果

を発表する機会の充実や音楽スキルの向上を図る必要性に鑑み、市内の高等学校関係者（先生・生徒）、 

生徒保護者が演奏を楽しめる発表の機会として事業を創設する。 

出演者の感想： 

・ホールで響く音がすごく感動的だった。  ・他校の演奏を見ることにより、良い刺激になった。 

・照明やスモークなどの演出で演奏したのは初めてで、人生で一番盛り上がった。 

・照明がすごい。光の当て方や光らせ方が、とても勉強になった 

・機材のセット等プロの仕事を間近に見られて、良い経験が出来た。  

成果と今後の課題 

・高校生に、質の良い環境でバンド演奏を行うことの楽しさや他校との交流を通して音楽スキルの向上 

に繋げることが出来た。 

・出演者や来場者から、好意的な感想が多数寄せられ、主催者側としても、本事業が生徒たちの持つ魅力

を引き出し、将来へのキャリア教育の一端となる良い機会になったことを実感した。 

主 催：流山市文化会館 

開 催 日 時：令和５年５月５日（金・祝）１３時～１６時１０分 

開 催 場 所：流山市文化会館 ホール 

参加高等学校：千葉県立流山南高等学校軽音楽部 

千葉県立おおたかの森高等学校軽音楽部 

参 加 者：参加校の関係者２１３名 

 

流山市文化会館のホールにて、市内高等学校 2校の参加により実施。流山南高等学校軽音楽部から 

５バンド、流山おおたかの森高等学校軽音楽部から８バンドが出演した。出演者は、各校で開催される 

ライブや学園祭では体験することが出来ない、広いステージ、専門スタッフによる質の良い音響、 

豊富な照明設備、スモーク等の演出を体感し、舞台中央には、ドラムステージを設置した。 

また、出演者は演奏のほかに、舞台スタッフから音響機材の仕込みやマイクポジション、照明の作り方を

学ぶなど、高校生のキャリア教育に繋がる取組を行った。 

新型コロナウイルス感染症対策により来場者を制限したため、各参加校の関係者（生徒・保護者） 

が観覧した。 

イベントの概要 

出演校の軽音学部顧問の感想： 

・照明はとても美しく舞台が映えて良かった。 

・ヘイズ（スモーク）があると、本当に照明が映えることに驚いた。 

・音響面も、会場の広さに対して十分な音圧があり、また非常に聴きやすい音色だった。 

来場者の感想： 

・初めてライブに来たが、こんなに楽しいとは思っていなかった。 

・演奏している方が笑顔で楽しそうにしていて、とてもテンションが上がった。 

・ボーカルが会場を盛り上げ、ライブに私達も参加しているようで楽しかった。まさに青春！とても良かった。 

・今後は、市内各高等学校との協働による芸術活動の更なる促進を図っていくため、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、参加校

の拡大や一般来場者を募る予定である。参加者・来場者を増やすことで、各校との打合せ、リハーサルやタイムスケージュールの調整・管理

を綿密に組むことが課題となる。 

第５回（令和５年度） ちば講座アワード実施報告書（流山市生涯学習部公民館）


